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地域連携パスの利用状況

• 急性期医療機関のパス利用状況

– 事務局へ送信された件数・・・90件
– 合計6776件（受理4687件＋未送信2089件）

• 回復期等連携医療機関のパス利用状況

– 事務局へ送信された件数・・・134件
– 合計6776件（受理5443件＋未送信1333件）

• 急性期医療機関と回復期等連携医療機関の両施設の利用状況

– 事務局へ送信された件数・・・58件

– 合計3355件

2020.9.16～2020.12.31までの3.5カ月間



年別の地域連携パスの利用状況
前回からの増加件数 ： 167 件

年間約750件の利用



年代別利用状況

（件） 発症平均年齢 83.7±8.9歳 N=6767



骨折型別発症割合
N=6776
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長谷川式簡易認知スケール
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Timed up and go test①
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カットオフ値 感度 特異度 AUC

18.05 88.7 67.6 80.6

TUGのカットオフ値

感
度

1-特異度

TUGのカットオフ値は18.05秒

第23回大腿骨近位部骨折地域連携パス協議会にて報告



急性期医療機関

■ 受理件数 □ 未受理件数

施設名はアルファベットにて記載
自身の施設は問い合わせ



回復期等連携医療機関①

■ 受理件数 □ 未受理件数

＊現在入院中の可能性があるため、受理件数が低い場合あり

施設名はアルファベットにて記載
自身の施設は問い合わせ

＊２０件以上受理した施設



＊現在入院中の可能性があるため、受理件数が低い場合あり

■ 受理件数 □ 未受理件数

施設名はアルファベットにて記載
自身の施設は問い合わせ

＊２０件以上受理した施設

回復期等連携医療機関②


